
～ 令和7年　１月　25日

（対象者数） 25家族 （回答者数） 24家族

～ 令和7年　２月　３日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

必要に応じてスーパーバイザーの助言や研修を受ける機会を

設ける。

2

機会があれば植え付け作業や収穫した野菜で調理体験も計画

していきたい。

3

ブログでイベントランチの紹介を取り組みたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

手すりがあり、麻痺がある児童には必ず手すりを持っても

らったり荷物は支援者が持ったりの対応はしている。階段の

昇り降りには常に支援者が付き添い安全を確保する。危機意

識の向上に努める。

2

法人内で一方通行など駐車場の使い方の徹底を行う。

3

現在、介助を必要とする児童の保護者に異性介護の同意説明

を紙面にて行い承諾をもらった上で支援している。今後、如

何なる場面でも異性の支援者が対応することを想定して全児

童の保護者に異性介護の同意説明を行う。

同じ建物に2つの事業所があり協力体制がある。送迎協力が出

来ることで個別対応が図れたり多くの学校のお迎えが可能。2

つの事業所で合同行事を行い大人数ならではのレクリエーショ

ン活動がある。同事業所を併用している児童の情報交換が密に

できる。

毎朝ミーティングで送迎確認、前日の児童の振り返りや支援内

容の確認、専門的支援の取り組み内容、担当者会議やアセスメ

ント会議報告を行っている。年間スケジュールを立てて季節に

応じた合同活動の立案。合同活動が安全に楽しい活動になるよ

うチームで繰り返し話し合いを行っている。必要に応じて困難

事例の検討をしている。

同法人内に就労事業所があり、季節の野菜の収穫体験ができ

る。

食の大切さや食への興味関心を持ってもらう。

昼食提供がある。土曜日、長期休暇は同法人内の厨房にて出来

立ての手作りの昼食が食べられる。季節のイベント（子ども

日、七夕、ハロウィン、クリスマス、ひな祭り）ランチの楽し

みがある。

食事量の調整、苦手な食材の配慮、丼別（ご飯と具材の別提

供）等に対応している。調理スタッフに感謝の言葉を直接伝え

たり、調理スタッフが児童がおいしく昼食を食べる風景をみる

ことができる。

男性スタッフが1名。 男性スタッフがお休みすると介助が必要な児童の対応が異性介

護となる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

居室が2階にあることで階段がある。 雨の日などは床が濡れて滑りやすい。

駐車場が狭い。 車両の行き来きや児童の移動もある。

令和7年　１月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　２月　12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　ジョイ（ジョイⅡ）

○保護者評価実施期間
令和7年　１月　４日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


